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大
分
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
の
第

23
回
定
期
総
会
が
、
６
月
30
日（
月
）

13
時
30
分
か
ら
全
労
済
ソ
レ
イ
ユ
に

お
い
て
、
役
員
・
代
議
員
あ
わ
せ
て

76
名
（
委
任
状
含
む
）
が
出
席
し
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
に
は
、
大
分
県
商
工
労
働
部

審
議
監
・
首
藤
博
文
氏
、民
主
党
大

分
県
総
支
部
連
合
会
代
表
・
吉
良
州

司
氏
、
社

会
民
主
党

大
分
県
連

合
代
表
・

重
野
安
正

氏
の
三
氏

の
激
励
挨

拶
を
お
受

け
し
ま
し

た
。

　

角
田
昌
信
事
務
局
次
長
の
司
会
、

足
立
勇
一
副
会
長
の
開
会
挨
拶
に
始

ま
り
、
議
長
団
に
は
新
日
鉄
労
組
・

上
村
朝
雄
代
議
員
、
高
教
組
・
栗
林

裕
之
代
議
員
の
２
名
を
選
出
し
、
議

長
の
総
会
成
立
宣
言
後
、
嶋
﨑
龍
生

会
長
は
「
第
23
回
大
分
県
労
働
者
福

祉
協
議
会
定
期
総
会
に
出
席
い
た
だ

き
ま
し
た
構
成
員
の
皆
さ
ん
、
大
変

ご
苦
労
様
で
す
。
私
ど
も
大
分
県
労

働
者
福
祉
協
議
会
は
昨
年
６
月
29

日
、
こ
の
会
場
で
22
回
定
期
総
会
を

開
催
し
、
確
認
い
た
だ
い
た
方
針
に

基
づ
い
て
執
行
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
の
１
年
間
の
間
に
も
、
働
く

仲
間
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変

化
し
、
労
働
者
・
生
活
者
に
と
っ
て

は
日
々
悪
化
の
一
途
を
辿
っ
て
い
ま

す
。
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
の
悪
影

響
や
原
油
の
高
騰
、
穀
物
を
は
じ
め

あ
ら
ゆ
る
物
価
の
値
上
げ
な
ど
、
生

活
環
境
は
急
速
に
厳
し
さ
を
増
し
つ

つ
あ
り
、
働
く
仲
間
に
お
い
て
も
雇

用
形
態
の
違
い
や
経
営
環
境
悪
化
な

ど
か
ら
そ
の
処
遇
は
さ
ら
に
悪
化
し

続
け
て
い
ま
す
。
我
が
国
の
経
済
や

社
会
の
流
れ
を
見
る
と
多
く
の
事
象

に
お
い
て
「
働
く
こ
と
」
が
軽
ん
じ

ら
れ
、
あ
る
い
は
脇
役
と
し
て
扱
わ

れ
て
い
る
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

福
祉
は
、
働
く
仲
間
に
と
っ
て
も
生

活
者
に
と
っ
て
も
頑
張
れ
る
こ
と
の

励
み
で
あ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
も
あ
り

ま
す
。
職
場
や
地
域
で
、
み
ん
な
が

今
日
を
安
心
し
て
、
明
日
に
願
い
を

持
っ
て
、
活
き
活
き
と
生
き
て
い
け

る
社
会
を
創
っ
て
い
く
こ
と
、
そ
れ

こ
そ
が
福
祉
活
動
の
源
で
あ
り
、
責

務
だ
と
思
う
の
で
す
。「
働
く
仲
間

全
て
が
幸
せ
で
あ
る
た
め
の
福
祉
」

の
基
本
姿
勢
で
、
こ
の
１
年
間
取
り

組
ん
で
き
た
経
過
を
ご
報
告
申
し
上

げ
、
向
こ
う
１
年
間
の
方
針
を
提
起

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
積
極
的
な

ご
意
見
・
ご
提
言
等
を
い
た
だ
き
、

活
動
が
よ
り
魅
力
的
、
充
実
し
た
も

の
に
つ
な
が
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
、
幹
事
会
を
代
表
し
て
の
総

会
冒
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。」

と
主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
を
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
案
審
議
に
入
り
、
労

働
組
合
、
事
業
団
体
を
取
巻
く
厳
し

い
環
境
の
な
か
で
、
加
盟
団
体
・
組

織
の
全
面
的
な
支
援
と
協
力
を
い
た

だ
き
、
新
規
事
業
と
し
て
「
ラ
イ
フ

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
開
設
を
始
め

と
す
る
２
０
０
７
年
度
の
活
動
報

告
、
会
計
決
算
報
告
・
監
査
報
告
が

そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
０
８
年
度
の
活
動
方
針
（
案
）

で
は
、
労
働
組
合
と
労
働
者
福
祉
事

業
団
体
が
勤
労
者
の
暮
ら
し
を
守
る

中
心
組
織
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
連
携
を
強
化
し
、「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
事
業
を
通
じ
て
、
多
く

の
勤
労
者
と
幅
広
く
連
帯
し
て
、
勤

労
者
の
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
し
地
域

に
お
け
る
活
動
を
一
層
重
視
す
る
た

め
に
、
地
区
労
福
協
へ
の
支
援
を
強

化
す
る
」
を
は
じ
め
と
す
る
３
点
の

「
活
動
の
基
調
」
と
「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
の
充
実
・
拡
大
、「
組

織
の
充
実
・
強
化
と
地
区
労
福
協
の

活
性
化
」」
等
、
８
項
目
に
亘
る
具

体
的
な
取
組
み
が
２
０
０
８
年
度
予

算（
案
）と
と
も
に
満
場
一
致
、確
認
・

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
２
０
０

８
年
度
の
役
員
選
出
に
つ
い
て
、
米

田
正
規
・
役
員
選
考
委
員
よ
り
、
選

出
経
過
の
報
告
と
幹
事
30
名
・
監
査

２
名
の
氏
名
が
発
表
さ
れ
、
満
場
の

拍
手
で
承

認
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
を

受
け
、
総

会
を
休
憩

し
２
０
０

８
年
度
・

第
１
回
幹

事
会
を
開

催
し
、
互
選
に
よ
り
嶋
﨑
会
長
以
下

四
役
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
最
後
に
は
「
活
力
あ
る
福
祉

社
会
・
地
域
社
会
で
暮
ら
し
に
夢

を
!!
」
の
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
３

つ
の
サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
採
択
さ

れ
、
高
橋
副
会
長
の
閉
会
挨
拶
で
終

了
し
ま
し
た
。
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新
事
務
局
に
諸
冨
幹
夫
氏

新
事
務
局
に
諸
冨
幹
夫
氏

新
事
務
局
に
諸
冨
幹
夫
氏

第
23
回
定
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総
会
開
催
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氏　名

嶋 﨑 龍 生

米 田 正 規

村 田 正 利

高 橋 和 善

棚 村 和 秀

羽 明 省 三

足 立 勇 一

後 藤 俊 一

亀 山 　 哲

諸 冨 幹 夫

後 藤 泰 宏

柴 田 武 文

角 田 昌 信

佐 藤 寛 人

森 　 政 文

藤 田 正 道

広 瀬 文 明

廣 瀬 秀 一

森 迫 信 夫

橋 村 慶 昭

開 田 恵 三

橋 本 敏 雄

亀 井 弟 二

工 藤 健 一

安 東 伸 彦

吉 田 彰 一

川 辺 　 修

太 田 耕 作

河 津 暁 爾

舛 友 俊 一

佐 藤 守 洋

堀 　 彰 一



毎
号
多
く
の
読
者
の
皆
さ
ん
か
ら

ご
意
見
ご
感
想
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
後
と
も

多
く
の
読
者
の
声
を
お
聞
か
せ
下

さ
い
。
楽
し
み
に
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。　
　
　
　
　
　

編
集
部

・
楽
し
み
に
拝
見
し
て
い
ま
す
。

　

旅
行
が
好
き
な
の
で
一
番
に
総

　

合
生
協
の
ペ
ー
ジ
を
見
て
い
ま

　

す
。
安
く
て
良
い
旅
行
が
あ
っ

　

た
ら
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

　

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

佐
伯
市
（
女
性
）

・
第
80
号
に
編
集
さ
れ
て
い
た
後

　

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
は
本
当

　

に
腹
が
立
ち
ま
す
。
力
の
な
い

　

弱
い
者
に
対
し
負
担
を
押
し
付

　

け
る
こ
と
に
は
断
固
反
対
で
す
。

別
府
市
（
男
性
）

・
長
寿
医
療
制
度
は
や
は
り
色
々

　

な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

　

も
い
ず
れ
直
面
す
る
時
が
き
ま

　

す
。
他
人
事
で
は
な
く
自
分
の

　

事
と
し
て
考
え
直
し
て
い
く
必

　

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

佐
伯
市
（
女
性
）

・
医
療
生
協
の
「
廃
止
し
て
見
直

　

そ
う
」
を
読
ん
で
も
っ
と
も
だ

　

と
思
い
ま
す
。
税
金
の
配
分
先

　

を
も
う
一
度
見
直
し
、
本
当
に

　

使
う
べ
き
所
、
使
っ
て
ほ
し
い

　

所
に
配
分
し
て
ほ
し
い
も
の
で

　

あ
る
。　
　

大
分
市
（
女
性
）
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◎この機関紙へのご意見ご感想などお寄せ下さい。

応 募
方 法

あ て
先

第
37
回（
機
関
紙
80
号
）

ク
イ
ズ
の
答
え

○38労福協クイズ
簡単な設問ですので奮ってご応募ください。

労福協クイズ労福協クイズ

①  

宇
佐
神
宮

　

  

双
葉
山

　

  

い
い
ち
こ

②  

長
寿
医
療

＝
敬
称
略
＝

河
野　

健
造（
大
分
市
）

那
木　

京
子（
大
分
市
）

清
家　

弘
子（
佐
伯
市
）

河
野　

恵
子（
中
津
市
）

後
藤　

裕
子（
佐
伯
市
）

小
田
原
充
子（
大
分
市
）

堂
道
美
恵
子（
宇
佐
市
）

三
重
野
健
太
郎（
大
分
市
）

川
原　

幸
夫（
杵
築
市
）

河
村　

仁
美（
別
府
市
）

機
関
紙
80
号
の
第
37
回
ク
イ
ズ
に
多

数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。厳
正
な
抽
選
の
結
果
、

次
の
10
名
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
貴
重
な
ご
意
見
ご
感
想
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

読
者
か
ら
の
声

読
者
か
ら
の
声

読
者
か
ら
の
声

こ
の
他
に
も
ご
意
見
ご
感
想
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
紙
面
の
都

合
で
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　

連
合
大
分
は
、
毎
月
１
度
そ
の

時
々
の
課
題
を
市
民
の
皆
さ
ん
に

訴
え
る
街
宣
行
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
５
月
は
20
日（
火
）に
「
暫
定

税
率
復
活
に
よ
る
増
税
に
断
固
反

対
」「
記
録
問
題
の
早
期
解
決
で

信
頼
・
安
心
の
年
金
制
度
の
確
立
」

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
撤
廃
」

を
中
心
に
、
嶋
﨑
連
合
大
分
会
長

（
労
福
協
会
長
）・
首
藤
隆
憲
大
分

県
議
会
議
員
・
伊
手
口
良
一
大
分

市
議
会
議
員
の
３
名
の
弁
士
に
よ

り
約
１
時
間
訴
え
ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て
大
分
県
労
福
協
と

大
分
県
高
退
連
が
参
加
を
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
中
央
労
福
協
、
ニ
ッ

ポ
ン
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
・
ク

ラ
ブ
、
退
職
者
連
合
、
高
齢
協
の

４
者
に
よ
り
「
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
」
を
撤
廃
す
る
実
行
委
員
会

の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
地
方
労
福

協
に
お
い
て
も
、
労
福
協
と
高
退

連
が
共
同
行
動
を
行
う
。

　

こ
の
共
同
行
動
を
連
合
大
分
の

街
宣
行
動
に
加
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
県
労
福
協
が
チ
ラ
シ
を
作
成

し
、
高
退
連
か
ら
10
名
、
労
福
協

か
ら
７
名
（
事
務
局
１
、
労
金
４
、

全
労
済
２
）
に
よ
り
連
合
大
分
組

合
員
と
共
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま

し
た
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
制

度
の
矛
盾
か
ら
国
民
の
な
か
に
大

き
な
不
安
と
混
乱
が
深
ま
り
、
強

い
批
判
を
受
け
て
い
ま
す
。
制
度

は
す
で
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す

が
、
連
合
を
は
じ
め
関
係
機
関
と

広
範
な
市
民
と
連
携
し
て
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
を
求
め
運

動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

各
地
区
労
福
協
の
定
期
総
会
が

開
催
さ
れ
、
２
０
０
７
年
度
の
活

動
・
決
算
報
告
と
新
年
度
の
活
動

方
針
・
予
算
（
案
）
が
協
議
さ
れ
、

共
に
満
場
一
致
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
地
区
労
福
協
の
会
長
・
事
務

局
長
は
以
下
の
通
り
で
す
。

﹇
日
時
﹈
２
０
０
８
年
３
月
13
日（
木
）

　
　
　
　
18
時
30
分

﹇
場
所
﹈
宇
佐
市
隣
保
会
館

﹇
日
時
﹈
２
０
０
８
年
４
月
18
日（
金
）

　
　
　
　
18
時

﹇
場
所
﹈
中
津
地
区
労
働
者
福
祉
協
議
会

﹇
日
時
﹈
２
０
０
８
年
６
月
３
日（
火
）

　
　
　
　
18
時

﹇
場
所
﹈
豊
後
大
野
教
育
会
館

　

大
分
県
労
福
協
・
馬
塲
事
務
局

長
が
退
任
し
ま
し
た
。

　

馬
塲
さ
ん
は
２
年
間
労
福
協
活

動
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
活
躍
に
感
謝
申
し
上
げ
、

今
後
の
ご
健
勝
と
労
福
協
活
動
へ

の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
し

ま
す
。 馬

塲
事
務
局
長

ご
苦
労
様
で
し
た

各
地
区
労
福
協
総
会
の
開
催

各
地
区
労
福
協
総
会
の
開
催

宇
佐
高
田
地
区
労
働
者
福
祉
協
議
会

中
津
地
区
労
働
者
福
祉
協
議
会

会　
　

長

事
務
局
長

（
地
協
副
議
長
）

（
地
協
事
務
局
次
長
）

大
木　

俊
之

安
邊　

勝
憲

豊
後
大
野
地
区
労
働
者
福
祉
協
議
会

会　
　

長

事
務
局
長

（
地
協
議
長
）

（
地
協
事
務
局
次
長
）

笹
原　

武
文

枌　
　

秀
文

会　
　

長

事
務
局
長

（
地
協
議
長
）

（
地
協
事
務
局
長
）

川
野　

文
敏

日
浦　

賢
一

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

撤
廃
を
ア
ピ
ー
ル
!!

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

撤
廃
を
ア
ピ
ー
ル
!!

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

撤
廃
を
ア
ピ
ー
ル
!!

①4月30日のライオンズ戦でプロ通算350号本
　塁打を放ち（プロ野球史上21人目）、1,500試合
　出場に続く偉業達成をした福岡ソフトバンク
　ホークスの内野手は誰でしょう？

②消化吸収した栄養分から蛋白合成や解毒を
　行う臓器は何でしょう？
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全
労
済
大
分
県
本
部

第
６
回
理
事
会
開
催

全
労
済
大
分
県
本
部

第
６
回
理
事
会
開
催

全
労
済
大
分
県
本
部

第
６
回
理
事
会
開
催

　

５
月
28
日
、理
事
18
名
、監
事
３

名
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
２
０
０

７
年
度
第
８
回
理
事
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

報
告
事
項
と
し
て
、①
前
回
理

事
会
以
降
の
主
な
会
議
開
催
状
況

報
告
、②
北
部
支
所
共
済
シ
ョ
ッ

プ
ふ
ら
っ
と
日
田
店
の
移
転
お
よ

び
祝
賀
会
の
実
施
に
つ
い
て
、③

２
０
０
８
年
度
地
球
温
暖
化
防
止

に
向
け
た
対
応
に
つ
い
て
、④
事

業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、⑤
共

済
シ
ョ
ッ
プ
「
ふ
ら
っ
と
大
分
」

オ
ー
プ
ン
後
の
来
店
者
報
告
に
つ

い
て
、⑥
マ
イ
カ
ー
共
済
「
自
社
ま

た
ぎ
」
請
求
勧
奨
に
つ
い
て
、⑦
自

賠
責
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
間
報
告
、

⑧「
暮
ら
し
の
ま
る
ご
と
相
談
会
」

開
催
報
告
に
つ
い
て
、⑨
協
力
団

体
の
基
準
に
つ
い
て
、
を
報
告
し

全
員
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
事
項
で
は
、①
役
員
補
欠

選
挙
の
実
施
に
つ
い
て
、②
役
員

選
考
委
員
会
の
設
置
お
よ
び
委
員

会
の
選
出
に
つ
い
て
、③
２
０
０

８
年
度
第
８
回
通
常
総
代
会
の
開

催
に
つ
い
て
、④
２
０
０
８
年
度

６
・
７
月
暫
定
管
理
費
予
算
の
設

定
に
つ
い
て
、⑤
地
区
推
進
委
員

行
動
費
の
廃
止
に
つ
い
て
、⑥
団

体
生
命
共
済
割
戻
金
の
全
額
出
資

振
替
に
つ
い
て
、⑦
業
務
委
託
推

進
員
の
再
登
録
お
よ
び
手
数
料
の

見
直
し
に
つ
い
て
、⑧
そ
の
他
に

つ
い
て
、の
提
案
を
行
い
、全
員
異

議
な
く
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

今
後
の
日
程

◆
役
職
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

２
０
０
８
年
７
月
12
日（
土
）

◆
第
７
回
理
事
会
の
開
催

２
０
０
８
年
７
月
22
日（
火
）

◆
２
０
０
８
年
度
通
常
総
代
会

２
０
０
８
年
７
月
31
日（
木
）

　

大
分
県
本
部
で
は
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
全
労

済
大
分
県
本
部
・
総
合
生
協
・
グ
ル
ー
プ
に
働
く
役
職
員
・

理
事
、
一
般
参
加
者
を
含
め
、
別
府
ス
パ
ビ
ー
チ（
２
０
０
７

年
９
月
）、
日
出
町
糸
が
浜
海
浜
公
園
（
２
０
０
７
年
11
月
）

の
海
岸
沿
い
の
清
掃
を
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
第
６
回
と
し
て
、
２
０
０
８
年
７
月
12
日（
土
）大

分
市
佐
賀
関
「
辛
幸
バ
ス
停
」
前
の
海
岸
に
て
の
清
掃
活
動

を
行
い
ま
す
。

　

一
般
参
加
者
の
中
か
ら
、
ま
た
次
回
も
参
加
さ
せ
て
ほ
し

い
と
の
嬉
し
い
感
想
も
い
た
だ
き
、
回
を
重
ね
る
毎
、
ご
み

拾
い
の
要
領
も
良
く
な
り
、
終
了
後
の
参
加
者
全
員
の
和
ん

だ
笑
顔
に
癒
さ
れ
ま
し
た
。

全
労
済
発
足
50
周
年
記
念
事
業

第
６
回
環
境
美
化
清
掃
活
動

第
６
回
環
境
美
化
清
掃
活
動
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第
６
回
理
事
会
開
催

第
６
回
理
事
会
開
催

2007
年度

　

さ
る
５
月
28
日（
水
）ソ
レ
イ
ユ
に
お

い
て
、
２
０
０
７
年
度
第
６
回
理
事
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。協
議
事
項
の

主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
い
ず
れ
も
満

場
一
致
で
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
、代
表
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

２
、役
員
補
欠
選
挙
の
実
施
に
つ
い
て

３
、役
員
選
考
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

４
、
２
０
０
８
年
度
通
常
総
代
会
の
開

　

催
に
つ
い
て

５
、
２
０
０
８
年
度
再
共
済
連
総
会
代

　

議
員
の
選
出
に
つ
い
て

﹇
報
告
事
項
﹈

１
、
日
本
生
協
連
第
58
回
通
常
総
会
代

　

議
員
に
つ
い
て

　

羽
明
理
事
長
、川
辺
専
務
理
事
、高
橋

理
事
、森
統
括
部
長
と
し
て
ま
す
。

２
、事
業
報
告
に
つ
い
て

★
住
宅
課

　

３
月
〜
４
月
の
土
地
分
譲
は
２
区

画
、
累
計
で
12
区
画
、
３
〜
４
月
の
住

宅
建
設
は
４
戸
、
累
計
で
16
戸
と
な
り

ま
し
た
。

★
旅
行
セ
ン
タ
ー

　

７
月
〜
９
月
に
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実

施
し
ま
す
。

３
、職
員
の
退
職
と
新
規
採
用
に
つ
い
て

　

退
職
者
：
上
金
靖
典
・
清
原
桂
子

　

採
用
者
：
古
本
直
也

４
、職
員
労
働
組
合
の
結
成
に
つ
い
て

　

全
国
一
般
大
分
地
方
本
部
総
合
生
協

分
会（
東
美
恵
分
会
委
員
長
）が
結
成
さ

れ
ま
し
た
。

元祖ドーム弁当＋お茶付（大人、子供同額）
10,500円10,500円10,500円

9月23日● vs 日本ハム火・祝

8月17日● vs 日本ハム日

7月27日● vs 千葉ロッテ日

佐伯（7：00）＝大分（8：30）＝別府（8：50）＝（高速道路・都市高速）＝福岡Yahoo!JAPANドーム（11：30）
貸切バスにて各地出発！　　　　　　　　　　※13：00試合開始までごゆっくりお過ごし下さい（元祖ドーム弁当＋お茶付）

福岡ソフトバンクホークス 公式戦観戦　A内野指定席
※試合終了後、貸切バスで各地へ 予定時刻17：00頃

福岡Yahoo!JAPANドーム＝（都市高速・高速道路）＝別府（19：00頃）＝大分（19：30頃）＝佐伯（20：50頃）

詳しくは、総合生協旅行センターへお問い合せください。 ☎097-548-5515
FAX097-538-2456　旅行企画実施：大分県知事登録旅行業第2-40　総合旅行業務取扱管理者／十時照美

■出 発 地　佐伯・大分・別府 各地出発（添乗員同行）

■募集人員　40名（最少催行人員30名）
■集合場所等を明記した最終行程表を出発前にお渡しいたします。
　詳しくは係員にお尋ね下さい。
　　　　　本ツアーは観戦チケットの都合上、取り消し、人員の減員は取消料がかかります
　　　　　ので、ご注意ください。
15日前：無料　14～6日前：20％　5～2日前：30％　前日：40％　当日（出発前）：50％　出発後：100％

お申し込み
のご案内

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

旅
行
出
発
日

旅
行
代
金

福岡ヤフードーム
野球観戦ツアー
福岡ヤフードーム
野球観戦ツアー
福岡ヤフードーム
野球観戦ツアー

みんな
で

応援し
よう！

イメージキャラクター

人と自然がよりそう街

かたしまくん

グリーンウッドかたしま台
確かな品質と安心の住み心地。くらしの夢が広がる新しい住まいをぜひご覧ください！

区画ＮＯ．１-８-２

４ＬＤＫ（木造軸組工法）

オール電化 エコキュート
フルオート３７０ℓ

全室照明付

総合生協の家

好評販売中
モダンな外観が特徴的な
家族の笑顔と光にあふれた
広いリビングの家。

販売
価格

※諸経費は別途申し受けます。※平面図及び完成予想図は図面を基に描き起こしたもので、実際とは多少異なります。
※平面図の家具・車等は配置例で、価格には含まれません。

■土地面積／２１７.３６㎡（約６５.７５坪）

■延床面積／１２０.４８㎡（約３６.４４坪）

■１階床面積／６７.０７㎡

■２階床面積／５３.４１㎡

●建築日／平成２０年５月完成

●建築確認番号

　　Ｈ１９１７８５号（平成２０年１月３１日）

●オール電化（エコキュート）で安全・安心。省エネ。
●大きな吹抜けのあるＬＤで開放的。
●モダンな外観スタイル。
●広いウォークインクローゼット。
●うれしい書斎コーナー。
●使いやすく明るいカウンターキッチン。

見どころポイント

2F

1F

土地・建物・外溝・消費税込み

この立地でこの
価格！！

3,158.1万円

フ
ラ
ワ
ー
ボ
ッ
ク
ス

フ
ラ
ワ
ー
ボ
ッ
ク
ス
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当
会
は
、
財
団
法
人
の
公
益
福

祉
事
業
と
し
て
年
一
回
程
度
文
化

講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
（
二
〇
〇
七
年
度
）
は

部
落
解
放
同
盟
中
央
本
部
中
央
執

行
委
員
長
の
組
坂
繁
之
氏
を
講
師

と
し
て
お
招
き
し
、「
人
権
政
策

の
実
現
に
向
け
て
」
と
い
う
内
容

で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
自
身
の
体
験
談
な
ど
を

時
に
は
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
講
演
さ

れ
、
聴
講
者
の
み
な
さ
ま
も
講
師

の
言
葉
に
聞
き
入
っ
て
お
り
、
大

盛
況
の
内
に
終
了
し
ま
し
た
。

■
日　

時　

五
月
十
四
日

　
　
　
　
　

十
八
時
三
〇
分
〜

■
場　

所　
「
全
労
済
ソ
レ
イ
ユ
」

■
入
場
料　

無
料

■
参
加
者　

約
三
〇
〇
名

①
団
体
医
療
扶
助
共
済

　

団
体
医
療
扶
助
共
済
は
、
二
〇

　

〇
八
年
十
二
月
一
日
以
降
の
契

　

約
更
新
日
か
ら
全
労
済
の
「
団

　

体
定
期
生
命
共
済
病
気
入
院
特

　

約
」
に
契
約
移
行
し
て
い
た
だ

　

き
ま
す
。
具
体
的
な
移
行
方
法

　

に
つ
い
て
は
、
協
力
団
体
を
通

　

じ
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

②
新
介
護
共
済
・
介
護
年
金
共
済

　

現
在
、
全
労
済
に
対
し
「
共
済

　

契
約
の
具
体
的
移
行
方
法
と
全

　

労
済
へ
の
要
望
」
を
提
出
し
て

　

い
ま
す
。
全
労
済
か
ら
の
回
答

　

を
受
け
て
別
途
、
ご
案
内
い
た

　

し
ま
す
。

③
移
行
医
療
共
済

　

全
労
済
か
ら
の
回
答
を
受
け
て

　

別
途
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　

冠
婚
葬
祭
共
済
は
全
国
に
も
類

の
な
い
稀
な
共
済
で
す
。
よ
っ
て

全
労
済
に
も
類
似
共
済
が
な
く
、

移
行
協
議
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
他
の
共
済
（
団
体
医
療

扶
助
共
済
・
介
護
年
金
共
済
・
移

行
医
療
共
済
）
を
全
労
済
へ
契
約

移
行
し
て
い
く
中
で
、
単
独
運
営

は
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
二
〇
〇
八
年
十
二
月

一
日
以
降
の
「
セ
ッ
ト
共
済
」
の

契
約
更
新
日
よ
り
順
次
、
廃
止
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

文
化
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た

文
化
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た

共
済
契
約
の

全
労
済
へ
の
移
行
に
つ
い
て

冠
婚
葬
祭
共
済
の

取
扱
い
に
つ
い
て

非
常
勤
役
員
の
交
代

今
後
の
日
程 平

山　

俊
也

退
任
理
事

古
城　

真
代

新
任
理
事

村
山　

太
亮

退
任
監
事

甲
斐　

秀
樹

新
任
監
事

冠
婚
葬
祭
共
済
の

取
扱
い
に
つ
い
て

共
済
契
約
の

全
労
済
へ
の
移
行
に
つ
い
て

二
〇
〇
八
年
度

第
二
回
理
事
会

二
〇
〇
八
年
七
月
二
十
三
日（
水
）

二
〇
〇
八
年
度

第
一
回
評
議
員
会

二
〇
〇
八
年
七
月
三
十
日（
水
）
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第
55
回
県
連
通
常
総
会
は
さ
る

６
月
27
日（
金
）に
全
労
済「
ソ
レ
イ

ユ
」に
お
い
て
、
加
盟
生
協
か
ら
代

議
員
51
名
で
出
席
代
議
員
39
名
、

委
任
12
名
、
県
連
役
員
15
名
が
出

席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
後
藤
理
事
が
進
行
し
、

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
お
お
い
た

の
松
尾
菊
恵
さ
ん
が
議
長
と
な

り
、
最
初
に
県
連
足
立
会
長
よ
り

「
生
協
を
取
り
巻
く
情
勢
は
き
び

し
く
、
組
合
員
の
家

族
と
直
結
す
る
生
協

に
な
る
こ
と
が
重
要

で
す
。組
合
員
の
信

頼
に
こ
た
え
ら
れ
る

も
の
に
な
っ
て
ゆ
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
、
消
費
者
政
策

で
は
消
費
者
団
体
訴

訟
制
度
が
制
定
さ

れ
、
大
分
県
に
お
い

て
も
弁
護
士
、
消
費

者
セ
ン
タ
ー
、
大
分

県
生
活
環
境
部
と
県

生
協
連
で
こ
れ
ま
で

大
分
県
消
費
者
問
題

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
立

ち
上
げ
、
相
談
事
務

所
も
設
置
し
た
こ
と
。

さ
ら
に
は
１
９
４
８

年
に
施
行
さ
れ
た
生
協
法
が
59
年

ぶ
り
に
大
幅
な
改
正
が
行
わ
れ
、

２
０
０
８
年
４
月
１
日
よ
り
施
行

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら

２
０
０
８
年
度
は
そ
の
施
行
が
重

要
で
あ
る
の
で
共
に
が
ん
ば
ろ

う
。」と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
来
賓
と
し
て
出
席

い
た
だ
き
ま
し
た
大
分
県
生
活
環

境
部
の
宇
都
宮
鉄
男
部
長
、
日
本

生
協
連
九
州
地
連
の
大
木
弘
毅
さ

ん
、大
分
県
労
福
協
、馬
塲
徳
明
会

長
、
小
野
弘
利
大
分
県
議
会
議
員
、

か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
亀
山
哲

顧
問
の
紹
介
が
あ
っ
て
、
議
案
審

議
に
入
り
ま
し
た
。

　

太
田
専
務
理
事
よ
り
、
第
１
号

議
案
の
２
０
０
７
年
度
の
活
動
報

告
と
決
算
報
告
を
行
い
、
児
玉
監

事
よ
り
監
査
報
告
が
あ
っ
て
、
途

中
に
酒
井
喜
親
大
分
県
議
会
議
員

の
あ
い
さ
つ
後
、
引
き
続
き
太
田

専
務
理
事
よ
り
剰
余
金
処
分
案
と

第
２
号
議
案
の
２
０
０
８
年
度
の

活
動
計
画
と
収
支
予
算
書
が
提
案

さ
れ
、第
１
号
議
案
、第
２
号
議
案

と
も
全
員
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

第
３
号
議
案
で
は
、
川
辺
選
挙

管
理
委
員
長
よ
り
役
員
の
改
選
の

手
続
き
と
立
候
補
者
が
定
員
で
定

数
で
あ
る
の
で
投
票
を
省
略
し
て

行
う
こ
と
を
議
長
に
お
願
い
し
、

全
員
異
議
な
く
承
認
さ
れ
、
理
事

会
開
催
の
た
め
に
総
会
は
一
時
中

断
、
再
開
後
の
総
会
に
渋
谷
理
事

よ
り
引
き
続
き
会
長
理
事
に
足
立

勇
一
、専
務
理
事
に
太
田
耕
作
、代

表
理
事
は
会
長
理
事
と
な
る
こ
と

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。新
し
く

青
木
博
範
（
コ
ー
プ
お
お
い
た
）、

村
上
哲
彦
（
学
校
生
協
）、
高
井
義

男（
県
職
生
協
）の
３
名
が
理
事
に

就
任
し
、
工
藤
則
男（
コ
ー
プ
お
お

い
た
）、
山
口
重
久
（
学
校
生
協
）、

宇
都
宮
重
幸（
県
職
生
協
）の
３
名

が
退
任
し
ま
し
た
。

　

退
任
さ
れ
た
山
口
さ
ん
、
宇
都

宮
さ
ん
は
、長
年
、県
連
役
員
や
全

国
の
部
会
役
員
を
歴
任
さ
れ
ま
し

た
。ま
た
工
藤
さ
ん
は
一
期
で
し

た
が
退
任
さ
れ
る
役
員
の
方
は
、

生
協
運
動
発
展
に
多
大
な
貢
献
を

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝

し
、
今
後
の
ご
健
勝
を
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

　

第
４
号
議
案
で
は
、
改
正
生
協

法
に
伴
う
定
数
や
諸
規
定
の
改
正

や
廃
止
、新
設
が
提
案
さ
れ
、全
員

異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
上
で
全
議
案
の
審
議
を
終
了

し
て
、
阿
部
理
事
の
閉
会
あ
い
さ

つ
で
第
55
回
通
常
総
会
は
終
り
ま

し
た
。

大
分
県

生
協
連
合
会

会員役職名

専務理事

専務理事

専務理事

専務理事

専務理事

専務理事

専務理事

専務理事

専務理事

専務理事

専務理事

専務理事

常勤理事

常務理事

元 会 長

前 会 長

所　属　団　体

員 外

員 外

生活協同組合コープおおいた

日 田 市 民 生 活 協 同 組 合

グリーンコープ生活協同組合組合おおいた

大 分 県 学 校 生 活 協 同 組 合

大分県高等学校生活協同組合

大 分 大 学 生 活 協 同 組 合

大分県職員消費生活協同組合

自治労大分県本部信用販売生活協同組合

大分県労働者総合生活協同組合

大分県勤労者医療生活協同組合

大 分 県 医 療 生 活 協 同 組 合

大分県高齢者福祉生活協同組合

生活協同組合コープおおいた

大分県勤労者医療生活協同組合

大 分 県 議 会 議 員

大分県勤労者県民共済会理事長

役職名

会長理事

専務理事

理 事

監 事

顧 問

大分県生活協同組合連合会2008年度役員名簿
2008年6月27日

氏　　名

足 立 　 勇 一

太 田 　 耕 作

青 木 　 博 範

後 藤 　 哲 也

松 本 　 　 豊

村 上 　 哲 彦

渋 谷 　 弘 文

南 條 　 　 晃

高 井 　 義 男

阿 部 　 　 巌

川 辺 　 　 修

後 藤 　 俊 一

田 辺 　 　 修

長 野 　 裕 二

児 玉 　 　 清

河 津 　 暁 爾

小 野 　 弘 利

亀 山 　 　 哲

第55回

大
分
県

生
協
連
合
会

通
常
総
会
開
催

通
常
総
会
開
催

通
常
総
会
開
催

通
常
総
会
開
催
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勤
労
者
医
療
生
協
は
、
５
月
31

日
に
100
名
近
い
総
代
の
出
席
を
い

た
だ
き
、
第
27
回
通
常
総
代
会
を

ソ
レ
イ
ユ
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

２
０
０
７
年
度
は
、
途
中
で
常

勤
医
師
が
退
職
し
、
日

常
の
診
察
や
検
診
業
務

に
影
響
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
医
師
団
の
団

結
と
ス
タ
ッ
フ
の
頑
張

り
、
組
合
員
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
で
、
若
干
と

は
い
え
前
年
を
上
回
る

収
益
も
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

相
変
わ
ら
ず
医
療
関

係
は
国
の
社
会
保
障
費

抑
制
政
策
の
中
で
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
２
０
０
８
年
度
も

病
院
や
診
療
所
を
中
心

に
勤
労
者
医
療
生
協
ら

し
い
事
業
展
開
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
と
く
に
協
和
病
院
の
地
域
で

の
デ
イ
ケ
ア
ー
セ
ン
タ
ー
の
実
現

へ
向
け
て
早
急
に
検
討
を
始
め
る

こ
と
も
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

所属団体

医 師 団

連合大分

連合大分

員 外

員 外

医 師 団

医 師 団

自 治 労

県 教 組

九州労金

総合生協

ＪＰ労組

全国一般

電力総連

大交労組

基幹労連

ＵＩゼンセン

大分地協

日田地協

佐伯地協

中津地協

別杵地協

豊肥地協

市勤労協

市勤労協

労 福 協

情報労連

高 教 組

役職名

理 事 長

副理事長

専務理事

常務理事

理 事

監 事

顧 問

2008年度役員

氏　名

柳 楽 　 　 翼

嶋 﨑 　 龍 生

佐 藤 　 寛 人

後 藤 　 俊 一

河 津 　 暁 爾

久 米 　 行 則

山 本 　 　 真

棚 村 　 和 秀

森 　 　 政 文

南 　 征 一 郎

川 辺 　 　 修

広 瀬 　 文 明

二 村 　 干 城

原 　 　 英 子

廣 瀬 　 秀 一

開 田 　 惠 三

米 田 　 正 規

柳 井 　 永 滋

梶 原 　 信 幸

上 田 　 　 徹

笹 原 　 武 文

松 島 　 徳 明

川 野 　 文 敏

広 瀬 　 一 策

菊 屋 　 康 夫

馬 塲 　 徳 明

亀 井 　 弟 二

濱 田 眞 一 郎

斎 藤 　 光 寿

江 藤 　 匡 一

藤 元 　 宏 紀

羽 明 　 省 三

　日本の医療は崩壊の危機に瀕している。勤務医不足で救
急医療指定返上が相次ぎ、小児科・産科医の偏在と減少は
進み、後期高齢者医療制度の創設で、いつでもどこでも安
心して医療を受けられると言われた我国の医療は崩壊への
歩みをまた一歩、進めたと言っても言い過ぎではない。
　だけどこのまま、医療制度・健康保険制度を崩壊させる
わけにはいかない。今までは病気になれば入院し、手術や
集中した内科的治療が行われ、急性期を脱すれば慢性期病
床で、リハビリ等を受けながら社会復帰を図っていたが、
病院から早期退院を迫られる制度になっている。
　しかし、病院から自宅に帰っても超高齢社会の中で独居
であったり、高齢世帯のために介護をする人がいなくて長
期入院をしなければならない高齢者が急増しているのも事
実であり、また、この社会的入院が医療費を増大させた原
因の一つでもあることも間違いない。
　だとしても高齢者を年齢だけで線引きし、一連の制度の
導入で医療費だけを大きく削減しようという制度は正しい
のだろうか。国はこれからも療養病床を15万床まで削減
し、在宅医療を推進していく。その一方で、介護保険の支
出削減のために利用制限と自己負担の増大を強めてきてい
る。受け皿もなしに病院から締め出すことだけを進める国
の姿勢に「誰のための制度か」と問いたい。
　今回は説明不足が指摘されたが、実施前の大きな反発を
予測して最後まで隠していたのだ。わが国では一度導入さ
れた制度は簡単には変えないというのが行政の姿勢だから
だ。しかし今回は、導入前に戻り、政府はあらゆる資料を
国民に明らかにし、与野党も政争の具ではなく、「誰のた
めの制度なのか」を訴えるべきだ。　　　　　　　（河）

新
た
な
目
標
へ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

新
た
な
目
標
へ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

新
た
な
目
標
へ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

　

ま
た
、
今
年
度
は
役
員
改
選
も

行
わ
れ
、
柳
楽
理
事
長
を
筆
頭
と

す
る
新
し
い
体
制
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

大
分
協
和
病
院
で
は
専
門
医
に

よ
る
外
来
診
療
を
充
実
さ
せ
て
診

療
内
容
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
７
月
か
ら
九
州
大
学
病
院

の
中
山
雅
晴
医
師
が
、「
消
化
器

内
科
」
の
専
門
外
来
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

消
化
器
内
科
は
、
食
物
が
通
過

し
消
化
吸
収
を
行
う
食
道
か
ら

胃
・
小
腸
・
大
腸
ま
で
の
消
化
管

と
脂
肪
・
た
ん
ぱ
く
質
・
炭
水
化

物
の
消
化
吸
収
に
必
要
な
胆
汁
や

膵
酵
素
の
分
泌
に
関
わ
る
胆
道
・

膵
臓
・
消
化
吸
収
し
た
栄
養
分
か

ら
の
蛋
白
合
成
や
解
毒
を
お
こ
な

う
肝
臓
を
主
な
守
備
範
囲
と
し
て

い
ま
す
。

循 環 器 科

専
門
外
来

さ
ら
に

充
実

専門外来の
ご案内

室園祐吉医師
月曜日（午前中）

消 化 器 内 科

中山雅晴医師
月曜日（第４月は除く）

神 経 内 科

●毎週木曜日は「佐伯診療所」の
　診療日です。

呼 吸 器 内 科

大久保史子医師
金曜日（午前中）

心 療 内 科

詳 し く は

丹羽聖治医師
金曜日

土曜日（新患及び予約診療）

☎097(568)2333（大分協和病院）
☎0972(23)2212（佐伯診療所）

やっぱり

誰のため
かが
欠けてい

る誰のため
かが
欠けてい

る誰のため
かが
欠けてい

る誰のため
かが
欠けてい

る
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九
州
労
働
金
庫
（
理
事
長　

村
上

守
）
は
６
月
24
日（
火
）に
ア
ク
ロ

ス
福
岡
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
（
福
岡

市
中
央
区
天
神
）
で
、
第
７
回
通

常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
村
上
理
事
長
よ

り
挨
拶
を
行
い
、
冒
頭
、
九
州
労

金
を
設
立
か
ら
７
年
近
く
の
間
、

会
員
・
労
働
組
合
・
労
金
を
取
り

巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中

で
、
深
刻
な
格
差
社
会
が
今
も
な

お
拡
大
し
続
け
、
労
働
運
動
や
労

働
者
福
祉
運
動
の
分
野
が
果
た
す

役
割
は
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
大
き

く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
訴
え

ま
し
た
。

　

九
州
労
金
の
現
状
で
は
、①
２

０
０
４
年
一
月
の
銀
行
法
26
条
命

令
以
降
の
経
営
改
革
・
業
務
改
善

計
画
の
ほ
ぼ
全
体
を
完
了
し
た
こ

と
、②
今
日
的
課
題
で
あ
る
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
内
部
統
制
機
能

強
化
と
総
合
的
リ
ス
ク
管
理
体
制

は
、
時
代
や
情
勢
の
変
化
に
対
応

で
き
る
体
制
が
整
っ
て
き
た
こ

と
、
そ
し
て
労
金
の
不
変
な
課
題

で
あ
る
労
金
の
理
念
・
目
的
で
あ

る
「
会
員
全
体
の
行
う
福
利
共
済

活
動
の
た
め
に
金
融
の
円
滑
を
図

り
、
労
働
者
の
経
済
的
地
位
の
向

上
に
資
す
る
」、
こ
れ
を
実
現
し

て
い
く
た
め
に
、①
他
行
に
負
け

な
い
融
資
制
度
の
商
品
開
発
・
提

供
、②
利
益
還
元
諸
施
策
、③
会
員

の
皆
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

化
、
さ
ら
に
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の

支
援
制
度
、
連
合
が
推
進
す
る
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
活
動
へ
の
参
加
、
多

重
債
務
対
策
事
業
な
ど
、
地
域
社

会
と
の
共
生
・
連
携
し
た
活
動
を

含
め
て
、
労
金
本
来
の
理
念
、
目

的
実
現
に
向
け
て
着
実
に
体
制
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
等
の
報
告

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
労
金
の
将
来
展
望
と

大
き
な
飛
躍
を
目
指
し
て
の
一
大

改
革
と
し
て
、
永
年
の
課
題
で

あ
っ
た
「
労
金
の
全
国
統
合
」
は
、

６
月
26
日
に
開
催
さ
れ
る
労
金
協

会
通
常
総
会
で
「
日
本
労
金
構
想

（
案
）」
お
よ
び
「
日
本
労
金
の
実

現
に
向
け
て
の
具
体
的
な
進
め

方
」
が
諮
ら
れ
、
そ
の
後
の
会
員

討
議
を
経
て
、
２
０
１
２
年
４
月

を
目
途
に
「
日
本
労
金
」
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
い
こ
と
、
最
後
に
、
今

通
常
総
会
で
の
退
任
に
あ
た
っ
て

の
お
礼
と
感
謝
の
挨
拶
を
述
べ
ま

し
た
。

　

本
総
会
で
は
、「
九
州
労
金
の

第
３
期
中
期
経
営
計
画
（
２
０
０

８
年
度
〜
２
０
１
０
年
度
）」
の

重
要
な
柱
と
し
て
、
次
な
る
ス

テ
ッ
プ
で
は
、「
ろ
う
き
ん
理
念

の
具
現
化
」
に
取
り
組
む
こ
と
、

達
成
に
向
け
た
事
業
方
針
・
具
体

的
施
策
が
確
認
さ
れ
、
第
一
号
か

ら
第
六
号
議
案
ま
で
全
て
に
ご
承

認
を
い
た
だ
き
、
第
３
期
中
期
計

画
初
年
度
と
な
る
２
０
０
８
年
度

活
動
の
ス
タ
ー
ト
と
労
金
運
動
の

躍
進
を
確
認
し
て
総
会
を
終
了
し

ま
し
た
。

ローンのことなら、

平　日（月～金）
土・日
祝日は閉店（但し、土・日の場合は営業致します）

営業時間

AM10：00～PM7：00
AM10：00～PM5：00

お気軽にどうぞ!

TEL097-536-6366  FAX097-537-2591
〒870-0036  大 分 市 寿 町 1 番 3 号
　　　　　 　九州労働金庫 大分支店 3階

ご連絡先

ろうきん  ローンセンターおおいた
昭和通り

国道10号

ジャングル公園

大分市役所

大分郵便局

トキハ
ソレイユ

オアシスひろば21

←別府方面 佐伯方面→
大分駅

大
道
陸
橋

ローンセンターは
3Fです!!

ろ
う
き
ん

二
〇
〇
八
年
度

九
州
労
働
金
庫
役
員

二
〇
〇
八
年
度

九
州
労
働
金
庫
役
員

会　員　数

構成員数

店　舗　数

職　員　数

出資金残高

預金残高

貸出金残高

6,440団体
787,176名

94店舗
1,171名

90億96百万円
1兆5,384億円
9,773億円

2008年3月末概況

理

事

長

専
務
理
事

専
務
理
事

出
口
　

能
美

堀
　
　

典
義

服
部
　

道
徳

統
括
本
部

（
自
治
労
鹿
児
島
県
本
部
）

（
員
外
・
大
分
県
）

（
員
外
・
宮
崎
県
）

常
務
理
事

非
常
勤
理
事

非
常
勤
理
事

棚
村
　

和
秀

高
橋
　

和
善

亀
井
　

弟
二

県
本
部
関
係
者

（
自
治
労
大
分
県
本
部
）

（
連
合
大
分
）

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
）

総
役
員
数  

理
事
二
十
七
名
、
監
事
五
名

基
本
方
針

〜
会
員
と
協
同
し
て
「
人
々
が

喜
び
を
も
っ
て
共
生
で
き
る
社

会
実
現
」
に
寄
与
し
ま
す
。〜

「
私
た
ち
が
や
ら
な
け
れ
ば

〈
ろ
う
き
ん
〉
は
そ
う
考
え
ま
す
」

３
つ
の
目
標

会
員
が
満
足
す
る
金
融
機
能
の
発
揮

「
働
く
人
の
夢
と
共
感
を
創
造
す

る
協
同
組
織
の
福
祉
金
融
機
関
」

と
し
て
、
他
行
に
負
け
な
い
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、〈
ろ
う
き
ん
〉
に

し
か
で
き
な
い
金
融
機
能
を
発

揮
し
ま
す
。

安
定
し
た
経
営
基
盤
の
確
立

「
人
々
が
喜
び
を
も
っ
て
共
生
で

き
る
社
会
へ
の
実
現
に
寄
与
す

る
」
た
め
に
、
経
営
環
境
が
変

化
し
て
も
一
定
の
収
益
が
得
ら

れ
る
安
定
し
た
経
営
基
盤
を
確

立
し
ま
す
。

持
続
可
能
な
地
域
社
会
へ
の
貢
献

「
会
員
が
行
う
経
済
・
福
祉
・
環

境
お
よ
び
文
化
に
関
わ
る
活
動

第
３
期
中
期
計
画
の

基
本
方
針
と
３
つ
の
目
標

を
促
進
す
る
」
と
と
も
に
、〈
ろ

う
き
ん
〉
み
ず
か
ら
も
地
域
社

会
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
調

査
・
研
究
し
、
金
融
・
事
業
支

援
な
ど
を
通
じ
て
、
持
続
可
能

な
地
域
社
会
へ
の
実
現
に
寄
与

し
ま
す
。

通
常
総
会
開
催

通
常
総
会
開
催

通
常
総
会
開
催

九
州
労
働
金
庫

第
７
回

退任・閉会のあいさつを行っている南県本部長


